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B-072 森林減少の回避による排出削減量推定の実行可能性に関する研究 

（１）リモートセンシングを用いた森林減少と排出量の推定手法の検討 
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［要旨］森林減少・劣化に伴う森林炭素排出量の推定手法について、これまでに提案されている

手法をレビューし、東南アジア地域に適用可能な手法として蓄積変化法を適用した手法を提唱し

た。この手法では、森林の炭素蓄積量を森林面積と単位面積当たりの炭素蓄積量の積により推定

し、異なる時点での推定値の差分を取ることで炭素排出量を推定する。現地調査によりカンボジ

ア・ラオスでは違法伐採を含む大径木の択伐、焼畑の休閑年数短縮、ゴム林等農地への転換が森

林減少・劣化の主要形態と考えられた。この結果を踏まえ、森林減少・劣化の形態別に異なるア

プローチを取る排出量推定スキームを開発し、各手法の特徴と限界、実行可能性をとりまとめた。 

 森林の面積変化とタイプ区分は中解像度以上のセンサを用いて実施可能であり、既往の森林区

分図等の情報の活用が有効である。ただし、東南アジアにおける雲なし画像の取得確率は地域に

よって異なり留意する必要がある。単位面積当たりの炭素蓄積量の推定は、森林タイプや森林減
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